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フィリップスと三菱化学メディア/バーベイタムは共同で開発した片面2層DVD+Rの実現性を発表

追記型DVDのデータ記録容量が8.5ギガバイトに増大


フィリップスは三菱化学メディア(MKM)/バーベイタムの協力によって開発した

片面2層DVD+Rの技術デモンステレーションを10月7日から11日まで幕張

（千葉）で開催されるCEATEC JAPAN 2003のDVD+RWアライアンスブースに

おいて行う予定です。
従来の記録層に新たに第２層を追加することにより、現行のDVD+Rディスクのデータ記録容量が4.7GB(ギガバイト)から2倍近くの8.5GBに増大します。また、既存のDVDビデオプレイヤーおよびPC用DVD ROMドライブと再生互換性を確保することができます。


フィリップス、三菱化学メディアは片面２層DVD+R技術はDVDドライブの次の

重要課題と考えています。この新技術はユーザーにより改良、拡張された用途を提供します。記録層は2層ともディスクの同じ面からアクセスすることが可能なため、ディスクを裏返すことなくすべての記録容量を使用することができます。これにより、DVD品質のビデオを最大4時間、長時間モード（VHS並の動画品質）なら最大16時間録画することができます。

PC アプリケーションにおいては１枚のディスクに8.5GBまで記録が可能で、その
記録容量が従来の１層のDVD+Rディスクの記録容量の約２倍となります。
片面２層DVD+Rディスクは記録層として２つの有機色素の層で構成されており、

スペーサーによってその２層を分離しています（図）。
フォーカスされたレーザービームの熱によってディスクの記録層の構造が化学的・物理的に変化し、変化した部分とそうでない部分が異なった光学的性質になります。これにより、ディスクの回転にともなう反射率の変化が市販の再生専用ディスクと同様の再生信号を生成します。

基礎研究は２年前、誰もが再生互換性を有する２層技術の実現が不可能だと思われていた時から開始されていました。開発は先ず、フィリップスで始まり、メディアメーカーである三菱化学メディアの協力により技術の構築が可能であることが証明されました。現在、片面２層技術はDVD＋RWアライアンスのメンバー会社からも強いサポートを得られています。

三菱化学メディア株式会社の小林喜光代表取締役社長は次のように述べています。

｢フィリップスが開発をスタートした初期の段階で、三菱化学メディアはこの新技術のポテンシャルを認識し、メディア メーカーとしての豊富な知識をベースに片面２層DVD+Rの開発に貢献することができました。この技術はDVD+RWアライアンスの考え方に完全に合致しており、DVD+RWアライアンスは再生互換のある
片面２層のDVD＋R記録を消費者に提供すべく規格化を進めています。｣

フィリップス・リサーチのシニアバイスプレジデントであるフランス・グレイダナス（Frans Greidanus）は次のように述べています。「現在使用されているDVDビデオプレイヤーと互換性を確保することが、片面2層DVD+Rディスクの開発における重要な課題でした。片面2層式というコンセプトは以前からありましたが、フィリップス・リサーチのチームは、片面2層DVD+Rディスクの両層に記録し、それを標準的なDVDビデオプレイヤーで再生することに初めて成功しました。」

互換性は次のように実現することができました。一層目に反射層として薄い銀合金を使用し、反射率を18％にすることによって片面2層DVD－ROM規格に準拠させました。さらに、上層の記録層の透過率は50%以上とし、それによって下層の記録層の読み取りおよび記録ができるようになりました。上層は透過される一部の光を吸収、反射するために下層の記録層は高パワー感度をもっています。
上層は透過される一部の光を吸収、反射します。また、下層の記録層は上層より高い反射率をもっています（>50%）。下層・上層の記録層を透過することにより
２層ディスクの反射率は18%になります。

この高い透過率および反射率数値は厳密な色素材料の選択、最適化、溝形状および
銀蒸着の最適化によって実現できました。

反射率の最適化に加えて、信号振幅およびトラッキング信号等の各種パラメーターの最適化により、現行DVD規格と互換性を実現できました。

年内での片面２層DVD+R技術の規格化を目指しています。

この技術を採用したDVD+R追記型ディスクおよびPC用記録型ドライブとビデオレコーダー製品は、メーカー各社より2004年に出荷される見込みです。

[image: image1.jpg]Label

Polycarbonate

Metal reflector
Dye recording layer LI

Spacer

Semi transparent metal reflector
Dye recording layer LO

Polycarbonate
Laser beam





報道関係からの連絡先：

三菱化学メディア株式会社

　CEOオフィス　CIO

  名 前 :  太村　茂
  電 話 :  03-5484-3925

  F A X :  03-5445-4180

  EMail :  tamura.shigeru@mu.m-kagaku.co.jp

Philips Research 


Koen  Joosse,  


Tel: +31 40 2743703


Email:  koen.joosse@philips.com

日本フィリップス株式会社


企業広報・ブランドマネージメント　鈴木


電話：03-3740-5221


FAX：03-3740-5011


Email: kazuko.Suzuki@philips.com







1

